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府
河
呑
相
場
の
獲
動
に
就
て

矯
替
相
場
の
愛
動
に
就
て

ilE 

井

敬

究

き
壱
に
私
は
鴛
替
相
場
費
動
白
原
因
に
闘
し
で
若
干
の
基
本
的
考

察
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、

ζ

白
小
文
白
目
的
と
ナ
る
所
は
、
此
の

蜘
寺
考
へ
に
碁
き
て
鴛
替
相
場
制
常
勤
に
闘
す
る
二
一
一
一
町
一
貰
詮
的
研
究

を
議
げ
ん
』
ナ
る
M
h

存
す
る
。

m一L
忍
は
下
に
、
資
合
憤
値
、
物
倒
、

金
刺
等
と
焦
替
相
場
と
叫
闘
wmvh
駄
で
少
L
〈
統
計
的
む
し
考
療
を
桁

ひ
、
以
で
さ
き
に
謹
ふ
る
が
如
き
犯
の
主
張
を
し
て
根
按
あ
b
し
め

ん
と
す
る
。
但
し
、
次
に
試
み
ん
と
す
る
責
詮
的
考
究
は
車
ら
鴛
替

相
場
水
準
の
決
定
要
素
に
閥
ナ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
祭
替
相
場
の
動

因
に
闘
ナ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
お
断
り
し
て
お
〈
。

一
、
賛
金
の
債
値
と
篤
替
相
場

資
金
の
償
値
に
は
前
に
言
ふ
が
如
く
、
産
業
的
の
意
味
に
於

け
る
も
の
と
金
融
的
の
意
味
の
も
の
と
が
あ
る
。
前
者
は
産
業

的
生
産
に
於
け
る
資
金
の
効
用
、
即
ち
資
金
の
生
産
力
を
基
礎

と
す
る
所
の
償
値
で
あ
り
、
後
者
は
主
と
し
て
金
融
市
揚
に
於

け
る
資
金
の
供
給
力
(
換
言
す
れ
ば
稀
少
性
)
に
基
き
て
測
ら
る

L

第
三
十
五
巻

七
三
四

第
五
務

/¥ 

所
の
債
値
で
あ
る
u

資
金
用
役
白
債
格
で
あ
る
と
構
せ
、
b
る
ふ
所
の
金
利
は
、
資
金
白

金
融
的
の
債
値
に
基
曹
て
決
定
せ
ら
る
L

己
と
が
常
で
あ
る
。
放
に

金
利
は
必
ず
し
も
資
金
の
岸
業
的
債
値
、
即
ち
資
金
め
民
の
用
役
又

は
償
値
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
1
0

資
金
の
産
業
的
債
値
の
費
動

と
金
利
の
費
動
、
と
の
聞
に
は
、
物
侵
と
金
利
と
の
聞
に
於
け
る
と
同

検
に
、
一
定
の
時
が
存
荏
す
る
こ
と
が
常
で
あ
る
。

十
な
に
問
題
と
す
る
所
の
資
金
の
償
値
は
、
潟
替
相
揚
水
準
の

決
定
者
と
ー
で
の
司
裁
制
約
投
合
傭
航
で
あ
あ
が
、

糾
附
れ
ら
ぽ
此

意
味
に
於
け
る
資
金
の
償
値
は
、
共
は
具
購
的
に
は
如
何
た
る

国
主
的
表
現
を
持
つ
所
の
償
値
で
あ
る
か
と
云
ふ
に
、
此
黙
に
就

て
は
、
私
は
之
れ
が
考
究
を
私
の
意
味
す
る
所
の
貨
幣
償
値
の

設
明
に
ま
で
遡
ら
し
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
へ
る
。

私
は
、
物
債
に
封
ず
る
原
因
力
と
云
ふ
意
味
に
於
け
る
貨
常

債
値
の
何
で
あ
る
か
ピ
聞
は
る
L
揚
合
、
貨
融
市
償
値
の
考
究
は

遁
説
の
外
に
於
て
せ
ら
れ
友
け
れ
ば
左
ら
ぬ
と
考
へ
る
。
此
意

味
を
以
て
私
は
義
に
小
著
「
貨
常
と
震
替
」
に
於
て
、

期
に
於
け
る
貨
常
償
値
の
大
さ
左
る
も
の
を
、
日
英
期
聞
に
於
け

一
定
の
時

る
貨
僚
の
流
通
量
(
枇
舎
各
人
の
一
定
期
聞
に
於
け
る
貨
幣
由
"
収
納
叉

本誌、第三十五巻第三Jti:1) 



は
支
出
の
緯
計
)
と
、
共
胡
聞
に
於
け
る
現
貫
な
る
貨
惜
の
存
在

量
と
の
間
の
比
率
に
於
て
求
め
ん
と
し
た
。
剖
ち
、
私
に
よ
れ

ば
、
貨
幣
債
値
の
数
量
的
表
現
は
同
府
同
制
仰
で
あ
る
と
せ
ら

同
岬
魂
司
骨
髄
剛

れ
る
(
何
故
に
貨
幣
償
憶
が
右
の
知
き
分
数
白
形
を
持
っ
か
に
就
て
は
、

上
掲
田
小
著
に
こ
れ
が
説
明
を
譲
る
)
。
然
る
に
貨
常
債
値
の
右
の

如
き
量
的
表
現
は
、
既
に
柴
田
教
授
が
、
経
済
論
議
第
三
十
五

忠
世
第
三
誠
に
於
て
之
を
指
摘
廿
ら
れ
し
が
如
く
、
北
ハ
は
正
に
貨

燃
の
流
通
速
度
と
一
戸
は
る
L
も
の
L
逆
教
な
怠
味
ナ
る
も
の
に

似
た
ら
お
口
相

L
4ら
私
は
犬
山
町
唱
物
倒
抑
制
‘
刻
版
聞
と
し
げ
、
の

貨
僻
m
償
値
は
、
貨
幣
の
流
通
漣
度
即
ち
「
金
廻
り
」
の
逆
数
で
あ

る
と
見
て
よ
い
も
の
と
考
へ
て
治
る
。

然
ら
ば
突
に
、
所
謂
資
金
の
償
値
は
右
一
言
ふ
が
如
き
貨
幣
債

値
と
如
何
た
る
闘
係
に
立
う
か
と
云
ふ
に
、
私
見
に
よ
れ
ば
、

資
金
慣
値
は
貨
常
債
値
の
逆
数
た
る
貨
幣
の
流
通
速
度
に
よ
っ

て
共
大
さ
が
示
さ
れ
る
も
の
と
考
ん
る
。
蓋
し
、
貨
幣
憤
値
が

大
き
い
と
云
ふ
乙
と
、
印
ち
枇
曾
各
人
に
於
け
る
貨
融
市
の
手
許

在
高
が
貨
幣
収
支
の
量
に
封
し
て
比
較
的
K
増
加
す
る
と
云
ふ

と
と
は
、
物
よ
り
も
貨
幣
と
云
ふ
方
向
に
償
値
保
有
手
段
撲
揮

矯
替
相
場
の
種
動
に
就
て

の
傾
向
が
運
行
す
る
と
と
で
あ
る
が
、
共
は
一
一
聞
に
於
て
は
、

般
産
業
に
於
け
る
資
本
利
潤
の
減
少
せ
る
と
と
、
叉
は
投
資
の

償
値
の
減
少
せ
る
と
と
を
意
味
す
る
。
斯
の
如
き
際
に
は
、
消

費
も
生
産
も
共
に
手
控
へ
ら
る
与
が
故
に
、
「
合
廻
り
」
は
悪
い

の
で
あ
る
。
反
封
に
貨
常
債
枯
胞
が
小
さ
い
と
一
去
ム
と
と
は
、
債

値
保
有
手
段
と
し
て
貨
常
よ
り
も
物
を
取
る
と
一
式
ふ
枇
曾
的
の

傾
向
が
増
大
せ
る
と
と
を
意
味
す
る
。
此
揚
合
、

生
涯
と
消
費

と
は
共
に
盛
ん
で
あ
り
、
資
本
利
潤
と
投
資
償
他
と
は
央
忙
大

E-

句。
Z

唱

、
-
T
J
J
E
F
1
白
、
白
百
丑

E
K
靖之

1
芯

F
D

一市
iv
て
一
品
川
J
o
J
Vい
JE
対
工
友
り

貨
航
巾
の
流
通
法
度

は
大
で
あ
る
。
右
の
如
〈
に
し
て
私
に
於
て
は
.
市
内
業
的
の
意

味
に
於
け
る
資
金
慣
値
の
大
小
た
る
も
の
は
、
貨
幣
の
流
通
漣

度
の
大
さ
に
よ
っ
て
示
さ
る
L
も
の
と
見
る
と
と
が
出
来
る
。

然
ら
ば
右
の
如
き
資
金
償
値
の
大
さ
、
叉
は
貨
幣
の
流
通
惑

度
は
、
我
固
に
於
て
は
現
寅
に
は
如
何
た
る
統
計
上
の
数
字
に

基
き
て
求
め
得
る
か
と
云
ふ
に
、
理
想
的
な
る
数
字
は
、
之
を

求
む
る
に
困
難
で
あ
る
が
、
私
は
、
全
国
銀
行
の
勘
定
に
於
け

る
金
銀
在
高
と
現
金
並
に
手
形
の
牧
納
高
と
の
割
合
が
、
右
の

如
き
億
値
量
の
費
化
に
闘
す
る
一
般
的
傾
向
を
一
不
す
も
の
と
し

第
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五
披

一
三
九

七
三
五



層
向
替
相
場
白
煙
動
に
就
て

て
比
較
的
に
五
確
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
。

震
替
相
揚
水
準
の
決
定
者
と
し
て
の
資
金
の
借
値
を
右
の
如

き
も
の
と
見
て
、

さ
で
事
賓
は
果
し
て
潟
替
相
揚
と
資
金
償
値

と
の
間
に
、
謂
ふ
が
如
き
関
係
の
存
在
す
る
こ
と
を
詮
明
し
て

な
る
か
否
か
と
云
ふ
に
、
私
は
、
過
去
十
数
年
間
〈
主
と
し
て
我

闘
の
金
輸
出
禁
止
期
た
り
し
大
正
六
年
下
車
期
よ
り
昭
和
四
年
末
に
至

る
期
間
)
に
於
け
る
、
日
米
矯
替
の
相
揚
と
口
ω
米
雨
閣
に
於
け
る

資
金
償
値
の
比
率
と
の
聞
に
は
、
大
鰐
に
於
て
後
者
の
劃
き
が

前
者
の
動
き
に
先
行
し
て
後
者
が
前
者
の
原
因
と
た
る
.
と

Z工

ふ
が
如
き
開
係
が
存
在
せ
し
こ
と
を
認
め
て
よ
い
と
考
へ
る
。

以
下
私
は
、
先
づ
右
に
一
孟
ふ
所
の
期
間
に
於
け
る
日
米
鋳
替

の
相
場
と
、
大
正
八
年
よ
り
同
十
四
年
に
百
一
る
期
間
に
於
け
る

日
米
の
資
金
償
値
の
比
率
と
を
、
各
年
を
四
期
に
分
ち
、
各
期

に
就
て
指
数
の
形
に
於
て
之
を
示
す
と
と
L

す
る
。

日
米
鴛
替
相
場
の
指
厳

年

次
大
正
六

期

期

C二3
Cコ
占期

= cコ

二三期

四

七

一口口、回

一口{〕、六

一口一、七

一ヨ一、六

i¥. 

九九、王

グむ

*' 、

Gコ
、

三毛.

一司口、口

九
Z

、A

A
A
川
、
一
人
昔
、
六
九
口
、
九

大
正
六
年
の
第
三
期
は
、
金
輸
出
禁
止
が
貫
行
せ
ら
れ
し
期
で
あ

る
、
放
に
指
数
は
此
期
を
以
て
基
準
と
ナ
る
。
金
輸
出
禁
止
後
の

第
四
期
を
基
準
と
す
る
方
が
或
は
正
留
か
と
思
ふ
が
、
彼
の
際
は

金
輸
出
禁
止
が
鴛
替
相
場
を
激
潰
せ
し
む
る
と
と
な
か
り
し
故
・

第
三
期
を
基
準
と
し
て
も
よ
い
と
考
へ
る
。
街
、
大
正
六
年
第

一
一
一
期
(
七
、
八
、
九
由
三
ヶ
月
)
に
於
け
る
、
各
月
平
均
白
日
米
免

替
相
場
の
三
ヶ
月
平
均
質
毅
は
五

O
、
七
七
=
一
で
あ
っ
た
。

日
米
資
金
債
値
比
率
目
指
数

三

期
↓D
C
.
0
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十
二

十

三

八

〈

4

十

四

室

、

八

八

七

、

白

色

二

夫

、

七

指
数
体
製
白
方
法
は
、
先
づ
日
本
に
就
て
は
会
圃
銀
行
の
各
月
末

の
金
銭
在
高
と
現
金
手
形
牧
納
高
と
り
比
率
、

(
』
帯
嘗
齢
十
州
附
加
)
の
各
期
平
均
艶
を
求
め
、
之

を
日
本
の
資
全
債
値
貫
教
と
す
る
。
米
国
に
就

ては、団ヨ〕『《凶作
3

ロ
5
同
盟
国
切
の
可
己
ヨ
甘
凶
喧
九
千
四

米
闘
百
四
十
一
都
市
に
於
げ
る
銀
行
預
金
の
流

温
法
度
の
月
平
均
敷
に
よ
り
、
米
圃
資
金
債
値

忠
貰
織
を
求
め
る
。
-
次
に
各
期
に
就
で
日
米
資

金
値
値
比
率
釦
平
均
賓
戴
(

E

N
官
l

叶
持

E
)を
戒

め
る
。
-
次
に
大
正
八
年
第
二
期
の
賃
敷
を
一

O

O
と
し
て
各
期
の
指
数
を
作
る
。
大
正
八
年
二

期
は
大
正
六
年
三
期
と
鴛
替
相
場
が
同
位
で
あ

る
、
故
に
大
正
八
年
以
後
の
資
金
債
値
指
数
に

就
て
は
大
正
八
年
の
第
二
期
を
以
で
基
準
と
ナ

る。方
法
に
よ
っ
て
測
定
し
、
而
し
て
大
正
六
年
よ
り
昭
和
四
年
迄
白

雨
園
資
金
債
値
比
率
の
指
数
を
作
り
、
之
を
同
一
白
年
聞
に
於
け

る
魚
替
相
場
に
封
比
ナ
る
こ
と
が
筆
者
白
木
意
で
あ
る
が
、
惑
に

は
不
満
足
な
が
ら
右
に
作
る
所
白
不
完
全
な
る
指
数
を
周
ふ
る
こ

九
〔
)
」

合
一
、
豆

A
D
-
-也

九
九
、
Z

ん
口
、
宜

註

米
国
の
資
金
債
値
を
日
本
の
そ
れ
と
悶
一
の

鴛
替
相
場
の
費
動
に
就
て

き

cコ

と
に
す
る
。

凡
陶
、
三

突
に
前
掲
の
銭
替
相
場
指
数
と
資
金
債
値
比
率
の
指
数
と
を

国
表
に
て
示
す
と
き
は
左
の
如
〈
で
あ
る
。
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国
表
に
就
て
見
る
に
、
銭
替
相
場
費
動
の
割
合
は
必
や
し
も

資
令
債
値
比
率
の
愛
動
割
合
に
一
致
せ
左
い
。
此
結
よ
り
す
れ

ば
、
資
金
債
値
比
率
を
以
て
潟
替
相
場
の
精
密
た
る
決
定
者
で

第
三
十
五
巻

七

七

第
五
披

四

1 14 10 9 

60 

年次・4



鴛
替
相
場
の
場
動
に
就
て

あ
る
と
は
言
ひ
得
た
い
か
も
知
れ
た
い
。
併
し
た
が
ら
、
右
の

雨
者
に
於
け
る
艶
動
を
精
密
に
研
究
す
る
鋳
に
は
、
居
腕
替
相
揚

の
本
来
の
支
配
者
で
あ
る
所
の
資
金
債
値
比
率
の
正
常
な
る
作

用
に
射
し
て
、
妨
げ
を
た
す
所
の
多
〈
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ

た
け
れ
ば
た
ら
ね
。
故
に
今
若
し
、
資
金
債
値
の
比
率
が
疎
想

的
に
測
定
し
得
ら
れ
、

且
つ
資
金
償
値
以
外
の
事
情
め
カ
が
趨

h
f

刊
亡
同
威
し
薄
ら
る
ぬ
も
ひ
と
十
れ
ぼ
、
潟
地
役
相
場
と
資
金
慎

'

l

l

i

q

・

{

i

j

値
比
率
と
の
費
動
割
合
が
.
時
ぼ
一
致
す
る
と
と
を
一
万
す
に
足

る
が
如
き
国
表
を
作
り
得
る
と
と
h

考
へ
る
。

蕊
に
て
は
併
し
、
私
は
資
金
債
値
比
率
が
鵠
替
相
揚
の
指
導

者
た
る
の
地
位
に
在
る
と
と
を
一
示
す
の
み
に
て
満
足
し
た
い
と

考
へ
る
。
帥
ち
、
圃
表
に
印
し
た
る
、
資
金
慣
値
の
線
に
於
け

る「
4
ロ
ハ
」
等
の
鮪
が
銭
替
相
場
の
棋
に
於
け
る
「
い
ろ
は
」
等

の
黙
に
少
し
く
先
ち
℃
禁
生
ぜ
る
と
と
を
知
る
と
き
は
、
震
替

相
揚
水
準
に
封
ず
る
原
因
力
と
し
て
の
資
金
償
値
比
率
の
地
位

が
充
分
に
了
解
し
得
ら
れ
る
。

=
、
物
債
と
鴛
替
相
場

第
三
十
五
巻

第
五
時
刷

四

七
三
八

物
債
と
矯
替
相
揚
と
の
開
係
に
就
て
は
、
購
買
力
平
儒
設
な

り
、
叉
は
共
設
に
劃
す
る
批
判
た
り
に
於
て
、
理
論
上
並
に
賓

際
上
の
研
究
が
充
分
に
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
私
は
此
問

題
に
闘
し
で
は
、
も
は
や
多
〈
を
論
や
る
の
必
要
も
友
く
、
叉

そ
の
払
跡
地
も
た
い
。

既
に
一
言
ふ
が
如
〈
、
私
は
潟
務
相
相
閣
を
似
て
関
係
両
闘
の
貨

併
時
M

凡
均
の
相
場
?
あ
る
と
す
る
見
解
に
は
反
射
す
る
g

般
に

私
は
繭
因
物
償
水
準
の
比
率
が
局
替
相
揚
水
準
の
決
定
者
で
あ

る
と
す
る
、
購
買
力
卒
債
設
の
根
本
命
題
を
否
定
す
る
の
立
場

に
在
る
。
併
し
・
な
が
ら
、
そ
れ
が
故
を
以
て
、
私
は
物
債
の
動

き
と
偽
替
相
場
の
動
き
と
の
聞
に
は
概
ね
一
定
の
闘
係
が
存
在

す
る
こ
と
、
換
一
)
一
目
す
れ
ば
物
償
水
準
比
率
と
潟
替
相
場
と
は
其

崎
明
動
に
於
て
逆
の
傾
向
を
取
る
と
一
古
ふ
の
事
貨
を
否
定
せ
ん
と

す
る
者
で
は
友
い
。

物
慣
が
銭
替
相
揚
の
原
因
で
あ
る
か
否
か
は
別
問
題
と
し

て
、
兎
に
角
、
雨
者
の
水
準
が
逆
に
費
動
す
る
と
云
ふ
こ
と
は

事
貨
で
あ
る
。
即
ち
今
、
私
は
先
づ
日
米
両
国
の
物
償
水
準
費

動
の
比
率
を
左
に
一
示
し
、
-
攻
に
闘
表
を
以
て
震
替
相
揚
と
物
債



比
率
と
の
闘
係
を
明
か
に
せ
ん
と
す
る
。

日
米
物
債
水
準
の
比
率

年大
正
大 ーた

期

期

期
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大
正
三
年
七
月
を
一

O
O
と
す
る
日
米
雨
闘
の
卸
費
物
債
指
般
に

就
で
司
神
議
録
十
涛
題
詩
簿
の
数
字
を
求
め
、
そ
れ
に
就
て
、

夏
に
大
正
六
年
三
期
を
一

O
O
と
す
る
指
数
を
作
っ
た
の
で
あ

旬。。
次
に
右
の
指
数
と
前
に
掲
ぐ
る
所
の
銭
替
相
場
の
指
数
と
に

基
き
て
闘
表
を
作
る
と
き
は
下
の
如
き
も
の
と
左
る
。

矯
替
相
場
の
麹
動
に
就
て

日米~替相場と日米物債比率
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鴬
替
相
場
の
調
理
動
に
就
て

国
表
に
よ
れ
ば
、
矯
替
相
場
と
物
優
比
率
・
と
の
波
動
は
、

E

に
反
針
の
方
向
に
向
っ
て
進
行
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
貨
常
購

買
力
の
比
率
は
鵠
替
相
揚
と
同
一
の
方
向
を
以
て
費
動
す
る
。

然
ら
一
ば
、
物
償
叉
は
購
買
力
が
果
し
て
潟
替
相
揚
水
準
の
決
定

原
因
で
あ
る
か
如
何
か
。

購
買
力
平
償
訴
は
物
慣
が
潟
替
相
揚
の
原
因
で
あ
る
と
云
ふ

も
h

カ
ア
セ
ル
に
よ
っ
て
行
は
れ
し
此
説
の
基
本
的
説
明
が
、

知
ら
る
L
涌
一
り
草
純
な
る
貨
常
数
量
一
読
を
基
礎
と
す
る
も
の
で

あ
る
限
り
、
此
設
に
謂
ふ
所
の
物
債
の
原
因
性
は
、

フ
ヒ
ツ
シ

ャ

l
の
交
換
方
程
式
に
於
け
る
貨
融
市
教
室
の
物
慣
に
針
す
る
原

因
性
と
同
様
に
、
其
は
寧
ろ
他
の
因
子
に
謝
す
る
相
関
性
と
稀

せ
ら
る
ぺ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
私
は
、
購
買
力
平

償
請
に
よ
っ
て
は
未
だ
矯
替
相
場
に
針
ず
る
物
債
の
能
動
性
は

謂
証
明
せ
ら
れ
て
ゐ
た
い
と
考
へ
る
。
況
ん
や
一
般
に
考
へ
ら
る

L
が
如
き
意
味
の
因
果
闘
係
(
時
間
的
の
)
に
至
つ
て
は
、
勝
賞

力
平
償
説
に
よ
っ
て
は
、
到
底
乙
れ
が
説
明
を
期
待
し
得
な
い

の
で
あ
る
。

箇
々
の
鋳
替
相
揚
と
貿
易
商
品
償
格
と
の
関
係
に
就
て
見
れ

第
三
十
五
巻

七
四

O

第
五
競

一
四
四

ば
、
前
者
の
後
者
に
封
ず
る
影
響
は
現
面
で
あ
る
が
、
後
者
の

前
者
に
叫
劃
す
る
作
用
は
必
然
的
で
は
友
い
。
然
る
に
、

一
般
物

債
を
構
成
す
る
所
の
債
格
の
中
に
は
、
多
〈
の
貿
易
商
品
の
慣

格
が
含
ま
れ
る
が
故
に
、
此
黙
よ
り
見
て
、
震
替
相
揚
ム
」
物
償

と
の
閥
係
に
就
て
も
亦
、
物
慣
が
潟
替
相
場
に
及
ぼ
す
所
の
影

響
は
兎
も
あ
れ
、
震
替
相
揚
の
物
慣
に
封
ず
る
影
響
は
顕
著
で

あ
る
.
と
一
式
ひ
得
誌
が
如
〈
で
あ
る
。
帥
ち
、
購
買
力
平
償
訴

に
於
け
る
物
債
の
能
動
性
を
否
定
せ
ん
と
す
る
者
は
常
に
右
の

如
く
に
言
ふ
。
併
し
友
が
ら
、
購
買
力
卒
償
設
の
反
動
者
は
、

国
刷
替
相
場
が
物
債
に
影
響
す
る
と
云
ひ
得
る
と
し

τも
、
物
領

を
動
か
す
も
の
は
矯
替
相
揚
で
あ
る
と
は
云
ぴ
得
な
い
筈
で
あ

る
。
而
し
て
叉
、
彼
等
に
よ
っ
て
は
、
矯
替
相
揚
を
動
か
す
も

の
は
物
債
で
は
な
い
と
云
ふ
黙
が
、
積
極
的
に
は
論
讃
せ
ら
れ

て
は
治
ら
ぬ
。

右
の
如
く
、
購
民
力
平
債
説
は
‘
物
債
の
原
因
性
を
未
だ
完

全
に
説
明
せ
守
、
叉
そ
の
反
勤
者
は
そ
れ
の
否
定
を
未
だ
充
分

に
た
し
遂
げ
で
は
ゐ
た
い
。
是
に
於
て
か
、
今
日
の
鴻
替
珂
論

に
於
て
は
、
震
替
相
場
に
封
ず
る
物
債
の
地
位
は
、
そ
れ
が
如



何
な
る
も
の
で
あ
る
か
ピ
、
未
だ
充
分
に
説
明
せ
ら
れ
て
ゐ
な

い
と
云
っ
て
差
支
が
な
い
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
併
し
、
因
果
関
係
の
問
題
に
於
て
、
国
胸
替

相
場
を
物
慣
に
謝
せ
し
め
ん
と
す
る
と
と
は
、
元
々
誤
り
で
あ

る
。
矯
替
相
場
が
貨
制
巾
購
買
力
の
相
場
で
あ
る
な
ら
ば
、
物
慣

が
問
題
と
せ
ら
る
L

に
差
支
は
な
い
。
併
し
訟
が
ら
、
震
替
相

判
明
は
資
金
慣
値
の
相
場
で
あ
る
。
故
に
、
私
を
以
て
見
れ
ば
、

錦
替
相
場
の
費
動
際
問
と
し
て
考
へ
ら
る
ぺ
合
も
の
は
、
北
バ
は

物
債
で
は
左
く
し
て
資
金
の
憤
値
で
あ
ら
ね
ば
た
ら
ね
。
然
ら

ば
矯
替
相
揚
と
物
債
と
の
聞
に
於
け
る
、
知
ら
る
L
が
如
き
閥

係
は
、
果
し
て
何
を
以
て
説
明
し
得
る
で
あ
ら
ふ
か
。

私
は
、
物
慣
に
針
す
る
原
肉
力
は
、
私
の
所
謂
貨
幣
慣
催
、

〈
資
金
償
値
又
は
貨
幣
流
遁
蓮
度
の
逆
債
値
)
で
あ
る
と
す
る
。
卸
ち

貨
融
巾
償
値
は
物
慣
に
先
行
し
て
、
而
し
て
逆
に
物
債
に
作
用
す

る
。
之
を
資
金
償
値
と
す
れ
ば
、
資
金
償
値
は
物
慣
に
先
行
し

て
物
慣
に
順
の
作
用
を
及
ぼ
す
。
卸
ち
貨
常
の
流
遁
速
度
大
に

し
て
資
金
債
値
大
た
る
と
き
は
、
物
質
の
騰
貴
が
や
が
て
そ
れ

に
従
っ
て
超
る
。
突
に
矯
替
相
場
は
資
金
慣
値
の
相
場
友
る
が

時
用
替
相
場
の
費
動
に
就
て

政
に
、
資
金
債
値
の
増
大
は
、
ま
た
潟
替
相
場
の
騰
貴
を
も
伴

ふ
。
是
の
如
く
見
る
と
き
、
物
慣
も
矯
苓
相
場
も
、
そ
れ
の
費

動
に
於
て
、
共
に
資
金
債
値
の
費
動
に
同
一
の
方
向
に
於
て
従

ふ
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
併
し
た
が
ら
、
若
し
然
り
と

す
れ
ば
、
物
債
の
高
き
と
き
は
矯
替
相
場
も
高
き
筈
で
あ
る
、

併
し
、
斯
の
如
き
は
事
賞
に
背
離
す
る
、
そ
れ
は
如
何
で
あ
る

か
。
此
叶
閣
に
就
て
は
私
は
、
突
の
如
く
に
之
を
説
明
ぜ
ん
と
す

る
。
却
ち
、
資
金
憤
値
の
物
慣
に
針
す
る
伊
都
響
は
、
篤
替
相
揚

に
劃
す
る
よ
か
即
位
H
寸
〈
判
引
は
れ
る
、
然
る
に
一
方
景
気
の
紘
職

性
は
物
慣
に
就
て
も
潟
替
相
場
に
就
て
も
同
様
K
作
用
す
る
。

是
に
於
て
か
、
資
金
償
値
の
影
響
が
物
慣
に
は
早
〈
鋳
替
相
場

に
は
蓮
〈
現
は
れ
る
と
き
、
物
債
と
矯
替
相
場
'r一
の
線
は
そ
れ

の
波
動
に
於
て
喰
ひ
還
は
ざ
る
を
得
た
い
。
こ
の
喰
ひ
遣
い
と

波
動
の
循
環
性
と
の
こ
つ
の
も
の
、
そ
れ
が
正
陀
一
定
時
陀
於

け
る
物
債
の
線
と
矯
替
相
場
の
線
と
の
波
動
を
し
て
、
反
針
た

ら
し
む
る
所
の
原
因
で
あ
る
。

右
の
如
く
に
言
へ
ば
、
併
し
、
資
金
慣
値
と
峰
崎
替
相
場
主
の

聞
に
は
物
慣
が
存
在
す
る
と
と
L

左
る
が
故
に
、
得
替
相
場
に

第
三
十
五
巻

第
五
務

一
一
四
五

七
四



鴛
替
相
場
め
震
動
に
就
て

針
す
る
原
因
と
云
ふ
鮪
よ
り
す
れ
ば
、
物
債
が
直
接
で
あ
り
、

資
金
債
値
は
間
接
で
は
な
い
か
と
、

去
ひ
得
る
が
如
く
で
あ

る
。
併
し
た
が
ら
、
震
替
相
揚
の
本
質
上
り
見
て
、
物
債
が
そ

れ
の
原
因
た
り
得
ざ
る
と
と
は
、
既
説
の
如
く
た
る
の
み
な
ら

歩
、
時
間
的
に
介
在
す
る
も
の
が
必
や
し
も
後
に
来
る
も
の
ミ

版
凶
で
は
な
い
と
云
ふ
理
由
に
よ
り
、
私
は
、
物
債
の
原
因
性

は
、
依
然
と
し
て
否
定
せ
ら
る
ぺ
密
で
あ
る
と
考
へ
る
。

一
、
金
利
と
篤
替
相
場

先
づ
日
米
関
園
の
金
利
に
就
て
そ
れ
の
比
率
を
示
せ
ば
・
次
の

如
き
も
の
と
な
る
。

日
米
金
利
比
率
の
指
数

年

次

大
正
六ト

u
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期
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右
は
東
京
市
場
の
割
引
歩
合
と
紐
育
市
場
の
割
引
歩
合
と
の
比
率

(
法
消
悌
ゆ
h
l

歯
時
嚇
ゆ
)
を
各
月
に
就
て
求
め
、
そ
れ
の
大
正
六

年
ゴ
一
期
の
平
均
を
一

O
O
と
し
て
作
れ
る
指
数
で
あ
る
。

プ~ー
ノ.重

四

プ~
まL

引

κナ
引
の
扮
動
ム
」
続
椅
和
相
相
め
指
数
と
社
附
十
一
引
い
れ
て
一
刻
吋
ば

次
の
如
き
も
の
と
友
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
金
利
の
比
率
は
、
震
替
相
揚
に
逆
行
す
る
そ

見
る
。
卸
ち
、
金
利
比
率
は
物
債
比
率
と
同
様
に
震
替
相
場
に

劃
し
て
越
の
影
響
を
奥
ふ
る
も
の
L

如
く
見
ゆ
る
。
此
は
一
見

奇
な
る
が
如
〈
に
思
は
れ
る
。
何
と
-
な
れ
ば
、
金
利
が
資
金
用

役
の
債
格
で
あ
り
、
而
し
て
矯
替
相
揚
が
資
金
債
値
の
相
場
で

あ
る
た
ら
ば
、
潟
替
相
揚
は
闘
係
雨
図
の
金
利
の
比
率
と
共
に

上
下
す
べ
き
が
首
然
で
は
た
い
か
と
考
へ
ら
る

L

が
故
で
あ

る
。
併
し
右
の
如
き
は
、
矯
替
相
揚
出
現
動
の
時
々
の
動
因
と
、

鋳
替
相
揚
水
準
決
定
の
要
素
と
を
匡
別
せ
ざ
る
に
出
づ
る
所
の
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一一魚替相場
ーーー金利比率

250 110 

220 105 

H10 100 

95 

90 

85 

80 

お
・
・
鴛
替

160 

130 

100 

70 

品
目
:
・
金
利

鴛
替
相
場
の
費
動
に
就
て

4 ‘' <J 2 1 14 11 10 。8 7 6 

考
で
あ
る
c

一
因
の
金
融
市
揚
に
於
け
る
金
利
D
引
怖
り
は
予

共
園
の
矯
替
相
揚
を
し
て
一
時
的
に
は
強
調
な
ら
し
む
る
所
の

動
因
で
あ
る
。
但
し
、
共
は
金
融
的
の
資
金
債
値
を
根
擦
と
す

る
所
の
目
前
の
動
凶
た
る
が
故
に
、

一
定
期
聞
を
遁
じ
て
篤
替

相
揚
の
欣
勢
を
持
久
的
に
支
配
す
る
の
原
因
た
る
と
と
を
得
た

ぃ
。
持
久
的
た
る
支
配
力
を
有
す
る
資
金
償
値
は
、
金
利
に
於

て
現
は
る
土
例
の
金
融
的
の
資
金
憤
値
で
は
な
く
し
て
、
貨
符

の
読
通
速
度
に
於
て
現
は
る
L
A

所
の
産
業
的
の
資
金
債
催
で
あ

;'~:) 

金
利
の
比
率
は
必
や
し
も
資
金
の
産
業
的
債
値
の
比
率
に
一

致
せ
な
い
、
寧
る
逆
行
す
る
こ
と
が
あ
る
。
此
は
一
見
矛
盾
の

如
く
た
る
も
、
そ
れ
に
は
次
の
如
き
理
由
が
存
在
す
る
。
妥
金

の
産
業
的
償
値
が
大
た
る
際
は
、
即
ち
貨
幣
の
流
遜
速
度
大
佐

る
と
き
で
あ
る
。
此
揚
合
、
生
産
と
消
費
と
は
共
に
活
滋
で
あ

っ
て
、
資
金
の
枇
舎
的
流
遁
に
は
停
頓
が
生
ぜ
な
い
。
新
た
友

る
生
産
に
向
つ
て
の
資
金
の
需
要
は
、
箇
別
経
済
的
の
見
方
に

於
て
は
.
資
金
の
固
定
を
意
味
す
る
乙
と
あ
る
も
、
此
揚
合
と

雄
、
枇
曾
的
に
は
資
金
の
流
遁
は
梗
塞
す
る
所
が
友
い
。
資
金

第
三
十
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巻
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五
披

七
四
三
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四
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鴛
替
相
場
白
一
理
動
に
就
て

の
金
融
市
揚
へ
の
回
読
が
、
よ
し
一
時
的
に
は
遅
滞
す
る
こ
と

あ
る
も
、
斯
の
如
き
遅
滞
は
、
や
が
で
少
時
の
後
に
於
け
る
資
金

回
臨
の
急
速
を
意
味
す
る
。
放
に
此
揚
合
、
金
融
市
場
に
於
て

は
、
短
期
資
金
利
子
歩
合
の
騰
貴
は
あ
り
と
す
る
も
、

一
般
貸

付
金
の
利
子
歩
合
が
愛
夏
せ
し
め
ら
る
L

に
は
至
ら
友
い
。
要

す
る
に
、
資
金
の
産
業
的
憤
値
が
大
な
る
E

と
き
は
、
資
金
の
流

惑
が
速
か
な
る
が
故
に
、
銀
行
全
憶
に
於
け
る
現
金
と
貸
出
と

(，1) 

JI:: 
i事〈

一干し

f

I

F
山レ

M
h
u
?
~
j
t
J
L

U
f
V
H
什い
ι

ポ
I
1
1
く

t
l
c
提

唱

4
4
'ピ

:!'I〆
首;

干年
n 
ヅ、

的
民
一
方
に
偏
す
る
と
云
ふ
が
如
き
に
は
至
ら
な
い
。
回
疋
を
以

て
、
資
金
の
産
業
的
債
値
の
大
な
る
と
き
、
金
利
の
水
準
は
必

や
し
も
未
だ
昂
騰
す
る
に
は
至
ら
友
い
の
で
あ
る
。

金
利
水
準
の
高
ま
る
と
き
は
、
資
金
の
産
業
的
慣
値
は
、
市
中

る
低
下
し
て
資
金
の
金
融
的
憤
値
が
増
大
す
る
際
で
あ
る
。
市

揚
金
利
は
、
蓋
し
資
金
の
産
業
的
債
値
を
表
現
す
る
と
云
ふ
よ

り
は
、
事
ろ
、
金
融
市
場
に
於
け
る
資
金
の
需
要
供
給
関
係
、

《
供
給
力
が
主
と
し
て
そ
れ
の
支
蹴
カ
を
持
ワ
〉
を
反
映
す
る
も
の
と

云
っ
て
よ
い
。
剖
ち
、
金
利
高
き
は
資
金
供
給
力
の
小
泣
る
が

震
で
あ
る
。
然
る
に
、
斯
の
如
き
扶
勢
は
、
帥
ち
資
金
流
通
の

第
三
十
五
巻

第
五
競

一
四
人

七
四
四

不
園
滑
怠
る
際
、
換
言
す
れ
ば
資
金
の
産
業
的
償
値
の
低
下
せ

る
際
に
於
て
生
や
る
。
斯
の
如
〈
見
る
と
き
、
金
利
水
準
、
と
産

業
的
資
金
債
値
の
水
準
と
は
、
共
動
き
に
於
て
一
致
せ
ざ
る
こ

と
が
営
然
で
あ
る
。
蓋
し
、
産
業
的
資
金
償
値
は
物
償
に
針
し

て
も
、
金
利
に
謝
し
で
も
、
其
蝉
変
動
に
於
て
雨
者
に
先
行
し
て

雨
者
の
原
因
と
な
る
。
然
る
に
此
等
諸
多
の
も
の
t
A

師
変
動
は
、

大
健
忙
於
て
同
一
の
波
献
に
於
で
進
行
す
る
、
日
疋
陀
於
で
か
、

先
行
す
り
ゃ
則
の
資
合
倒
的
仰
の
披
翫
は
句

r
i
-
-
4
L
i
}
-

4
4耳
訓

K
劇
作
U
4
J
M
h
u

と
喰
ひ
建
つ
で
上
下
す
る
乙

K
L
た
る
。

右
の
如
く
に
し
て
、
金
利
比
率
の
水
準
が
録
待
相
場
の
水
準

に
逆
行
す
る
の
傾
向
が
あ
り
と
し
て
も
、
共
は
何
等
補
者
の
開

に
於
け
る
四
県
闘
係
の
存
在
を
意
味
す
る
も
の
で
は
た
い
。
時
厨

替
相
場
を
動
か
す
も
の
は
金
利
比
率
で
は
な
〈
し
て
、
今
一
つ

そ
れ
の
背
後
に
在
る
所
の
資
金
慣
値
そ
の
も
の
で
あ
る
。

問
、
景
集
又
は
経
演
活
動
力
と
篤
替
相
場

景
気
と
は
‘
物
債
と
か
失
業
者
数
と
か
貨
物
の
存
容
量
と
か

主
ハ
他
種
々
の
経
済
量
に
よ
っ
て
表
現
せ
ら
る
L
所
の
、
経
済
活



動
の
校
態
で
あ
る
と
、

一
般
に
は
考
へ
ら
れ
て
沿
る
。
然
ら
ば

斯
の
如
く
に
見
ら
る
L
所
の
景
気
に
就
て
は
、
共
庭
に
何
等
か

の
具
鰭
的
な
る
代
表
的
の
経
済
量
が
存
在
し
得
る
か
と
云
ふ

に
、
此
問
題
に
就
て
は
未
だ
何
人
も
之
に
答
ふ
る
所
が
な
か
っ

た
と
云
っ
て
よ
い
。

私
は
景
気
}
ど
は
経
済
活
動
の
状
態
で
あ
る
ん
」
見
る
と
と
、
そ

の
こ
と
に
就
で
は
別
に
異
存
は
な
い
。
但
し
貨
常
経
済
組
織
の

下
に
於
C
謂
は
る
h

所
の
経
済
活
動
の
欣
態
は
、
其
は
貨
融
巾
比

針
す
『
屯
祉
曾
的
の
憤
他
国
船
怖
と
一
広
ふ
言
葉
に
翻
詳
噌
ら
れ
科
あ

所
の
り
も
の
で
は
た
い
か
と
考
へ
る
一
-
営
面
の
慣
値
保
有
手
段
と

d

し
て
貨
併
を
隼
重
す
る
の
傾
向
が
一
般
的
と
怠
る
と
き
、
北
ハ
庭

に
消
費
の
節
約
と
生
産
の
縮
少
と
が
生
や
る
。
印
ち
貨
僻
巾
償
値

の
増
大
は
経
済
活
動
の
不
振
を
意
味
す
る
。
是
に
於
て
か
、
経

済
活
動
量
の
大
小
を
最
も
良
ど
反
映
す
る
も
の
は
、
貨
併
に
関

す
る
或
種
の
数
量
で
あ
る
と
云
っ
て
よ
い
。
然
ら
ば
、
貨
惜
の

如
何
た
る
数
量
が
、
よ
く
経
済
活
動
の
量
を
表
現
す
る
か
と
云

用ふ
ひに
ら

共れ は
た

車
る

な
軍
止る

芝草
草z
Z歪
流 E

量遁
で

量 も
で

なも
く

な
く叉
し貨
て物
、取

右引
二 1<::

矯
替
相
場
の
費
動
に
就
て

垂
の
貨
幣
数
日
互
の
割
合
た
る
同
諮
問
柑
榊
-
加
で
あ
る
と
一

rは
ね
ば

同
岬
暗
唱
，
出
荷
九
回
国

た
ら
ね
=

貨
幣
存
在
自
亙
と
貨
幣
流
遁
量
と
の
割
合
は
、
私
に
よ
れ
ば
共

は
枇
曾
的
な
る
貨
舶
巾
償
値
感
情
の
量
的
表
現
で
あ
る
と
看
倣
さ

れ
る
。
然
る
に
斯
の
如
き
貨
常
の
数
量
は
、
共
は
寅
は
経
済
活

動
の
量
を
逆
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
疋
に
於
て
か
、
経
済

?
出
動
量
一
宇
一
共
催
に
表
現
す
る
も
の
は
、
右
に
示
す
が
如
き
貨
幣

数
日
雫
一
の
~
沼
教
た
る
、
貨
幣
の
流
遡
蓮
度
で
あ
る
と
一
五
は
ね
ば
た

ιJ風
。

右
の
如
く
に

L
て
私
一
μ
、
粧
制
約
劃
め
恥
剣
山
在
具
関
町

に
表
現
す
る
所
の
、
代
表
的
危
る
叉
は
中
性
的
友
る
数
量
は
、
共

は
賓
に
貨
幣
の
流
通
建
皮
で
あ
る
と
考
へ
る
。
斯
く
て
邸
ち
私

に
於
て
は
、
景
気
そ
の
も
の
を
表
徴
す
る
所
の
数
量
は
、
貨
耐
巾

の
流
遁
建
度
で
あ
る
、
と
の
結
論
が
生
れ
る
の
で
あ
る
が
、
貨

僻
巾
の
流
通
遁
度
は
、
印
ち
資
金
の
産
業
的
慣
値
を
表
は
す
も
の

怒
る
が
故
に
、
景
気
と
鴻
替
相
場
と
云
ふ
と
の
最
後
の
問
題
に

於
て
、
結
局
私
は
、
資
金
償
値
と
銭
替
相
揚
と
云
ふ
最
初
の
問

題
に
復
臨
す
る
と
と
L
な
る
の
で
あ
る
。

景
気
と
貨
幣
流
遁
濠
度
と
の
関
係
に
就
て
は
、
在
は
閥
西
大
島
工
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鴛
替
相
場
白
出
型
動
に
就
て

報
第
九
十
七
時
酬
に
て
、
「
景
気
境
動
論
に
於
け
る
景
焦
の
概
念
」
と
題

し
て
説
明
す
る
所
が
あ
づ
た
。

震
替
相
場
の
時
々
の
費
動
を
支
配
す
る
所
の
動
因
は
既
に
言

ふ
如
く
、
関
係
雨
闘
の
金
融
的
資
金
債
値
の
比
率
で
あ
る
が
.

併
し
一
定
期
間
を
通
じ
て
の
鋳
替
相
揚
水
準
の
動
き
を
決
定
す

る
所
の
経
一
例
上
の
要
素
は
、
資
金
の
産
業
的
償
値
の
比
率
で
あ

る
、
而
し
て
共
は
ま
た
雨
園
の
経
済
活
動
力
叉
は
景
気
の
比
率

そ
の
も
O
に
他
な
ら
ぬ
。

然
ら
ば
今
、
貨
常
の
流
通
速
度
叉
は
産
業
的
資
金
健
値
の
数

且
一
旦
を
以
て
、
景
気
そ
の
も
の
L
表
現
左
見
る
の
立
揚
に
於
て
、

景
気
と
矯
替
相
揚
と
の
関
係
を
数
字
を
以
て
示
す
と
き
は
如
何

と
云
ふ
に
、
其
は
既
に
初
め
に
、
資
金
償
値
と
震
替
相
揚
と
の

関
係
を
考
究
す
る
に
営
っ
て
行
ひ
し
数
量
的
の
研
究
を
、
再
ぴ

ず
る
乙
と
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
た
い
の
で
あ
る
。

右
の
如
く
に
し
て
、
最
後
に
私
は
、
震
替
相
揚
水
準
の
決
定

者
た
る
地
位
を
占
む
る
所
の
経
済
的
要
素
は
、
其
は
私
の
所
詞

産
業
的
資
金
債
値
で
あ
り
、
而
し
て
叉
其
は
私
の
所
謂
景
気
そ

の
も
の
で
あ
る
、
と
の
提
言
を
以
て
本
文
の
結
語
と
し
た
い
と

考
へ
る
。
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